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一高生の秋
教頭 片岡 達郎

日頃から，本校の教育活動にご支援，ご協力いただき，改めて感謝申し上げます。
さて，暑い夏が終わり，生徒達は学習に，部活動に，委員会活動にと多方面で日々頑張

っております。この夏から秋にかけての本校の取り組みを以下にご紹介いたします。

◆ 小中学生対象学校説明会
７月30日（月）～１日（水）に中学生対象説明会（参加者約1100名）を，さらに小学生

対象説明会（参加者約160名）を８月２日（木）に実施しました。どちらも生徒実行委員会
の自主的な企画・運営によるもので，中学生には「模擬授業」や「現役生によるお悩み相
談室」やクイズ研究会による「早押しクイズ」，小学生には「貿易ゲーム」や「地図を使
った自己紹介」が好評でした。「勉強だけじゃない自主性！すばらしーい」等の声も寄せ
られました。

◆ SGH海外フィールドワーク
SGH海外フィールドワークは，昨年度に引き続き，シンガポール・マレーシア方面(8/14

～21)，オーストラリア方面(8/14～21),アメリカ西海岸方面(8/13～21)の３方向にて実施
しました。外国の地で異文化交流をその後の学習に活かすべく取り組んでいます。詳しく
は本校ホームページ（ http://www. tsuchiura1-h. ibk.ed. jp/）をご覧ください。

◆旧本館内覧会
旧本館の耐震改修工事を今春に終え，その改修記

念として，８月３日（金）に文化庁文化財部長，茨
城県副知事，茨城県教育委員会教育長，土浦市長他，
多くの来賓の方々をお迎えし，本校学習館にて内覧
会が開催されました。
その後，場所を旧本館に移し，「改修工事からの

写真より」としてスライド上映が行われ，担当職員
の解説の下，改修工事の様々な様子が披露されました。10月より，毎月

第２土曜日に一般公開（部分公開になります）を実施し，旧本館内の案内や，弦楽部によ
る演奏会などの催しを行っております。興味のある方は，是非ともお越しください。（詳
しくは，本校ホームページでご確認ください。）

http://www.tsuchiura1-h.ibk.ed.jp/


◆ 第41回一高オリンピック
９月14日（金），心配された悪天候も回避され，さわやかな秋

晴れのもと，一高オリンピックが実施されました。生徒たちは
常にハイテンション，各クラスとも優勝を目指してそれぞれの
種目に熱中しました。リレーや大縄跳びでは職員チームも参加
するなど大いに盛り上がりました。主な結果は以下の通りです。
各学年優勝クラス：１年 F 組，２年 E 組，３年 G 組
みなさん，お疲れ様でした。

◆ 第50回歩く会
土浦一高三大行事の最後を飾る歩く会を，10月12日（金）に，

石岡発コースで実施しました。あいにくの雨空の開会式でした
が,江戸実行委員長のかけ声の下，石岡国府運動公園を元気に
出発し，その後天候も回復し，県立中央青年の家を経由した後，
学校にゴールしました。担当の生徒達や先生方のおかげで，ほ
ぼ全員完歩することができました。また，地域の皆様にも温か
いご声援をいただき，生徒達がそれに笑顔と元気な挨拶で応え
るという交流もありました。感謝の気持ちを常に忘れず，これ
からも地域の方々に助けていただきながら，生徒会行事を続け
ていきたいと思います。今後ともご支援ご協力のほどよろしく
お願いいたします。

◆ 防火避難訓練 真鍋４，５丁目の地域住民の方も参加
防火避難訓練を10月18日（木）に行いました。今年度も真鍋４，５丁目の地域住民18名

の方にご参加をいただき，本校生と共に防火避難訓練を実施しました。グランドに避難し
た後，３学年は救助袋降下訓練，２学年は煙体験訓練，１学年は非常用品備品確認作業・
発電機操作訓練をそれぞれ行いました。防災意識を高めると同時に，学校と地域の交流も
図ることができました。ご協力ありがとうございました。

◆ドイツの高校生との交流
10月９日（火）～13日（土）の期間，オットー＝ハーン・ギムナ

ジウム（ドイツ，ケルン付近の高校）の生徒10名及び引率教員２名
が，生徒との水質検査等のフィールドワークやホームステイ，その
他の交流活動のため，本校を訪問されました。 SGH 関係生徒との霞
ヶ浦での水質検査，土浦二高での着付け体験，英語部員の通訳によ
る真鍋小学校３年生との交流，そして，歩く会にも参加し，見事に
完歩しました。英語の授業や日常生活を共有し，様々な体験を通し
て，お互いの文化を理解することが出来ました。将来，日独の架け
橋として活躍されることを期待したいと思います。

◆ 部活動報告～全国・関東・県上位進出 （８月～11月）
１）運動部 （２）文化部
○ハンドボール部 県ジュニア大会第５位 ○合唱部 第42回全国高等学校

○陸上競技部 関東高校陸上競技選抜新人大会出場 総合文化祭 合唱部門出場

1500ｍ山本莞治（２年） 3000ｍ障害鷹尾中（２年）

全国高等学校駅伝競技大会県予選会 14位 ○弦楽部 第42回全国高等学校総合文化祭

○ヨット部 平成30年度茨城県高等学校新人ヨット大会 器楽・管弦楽部門出場

男子ﾚｰｻﾞｰﾗｼﾞｱﾙ級 第１位 中野翔太（１年） ○美術部 県総文祭美術展 14点入選

○硬式テニス部 全国総文祭美術展 1点出品

平成30年度茨城県高等学校テニス新人大会 ○映画部・演劇部

男子団体ベスト16 第13回映画甲子園 準特選（全国ベスト８）

○軟式野球部 ○将棋部 平成30年度茨城県高等学校秋季将棋大会

平成30年度第59回関東高等学校軟式野球大会出場 優勝 岩堀 匠（２年） 準優勝 司子晴登（２年）

○卓球部 平成30年度高校卓球新人大会団体 県７位 全国新人将棋大会出場 関東新人将棋大会出場

○柔道部 平成30年度茨城県高等学校柔道新人大会 ○文芸部 盛岡商工会議所主催「啄木のふるさと もり

優勝 白坂鉄郎（２年） おかの短歌（うた）」

○剣道部 平成30年度茨城県高校勝ち抜き剣道大会 平成30年度夏の部 優秀賞 渡邊陽基

男子１部ベスト16 女子２部第２位 第64回角川短歌賞 佳作「冬を越えて」 渡邊陽基


